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議 員 派 遣 結 果 報 告 書 

 

令和５年９月２０日に決定された議員派遣について、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１．期 日 

   令和５年１０月１３日（金） 

 

２．場 所 

   八頭郡八頭町船岡５３９番地１ 船岡地区公民館 

 

３．内 容 

  鳥取県東部町議会議長会議員研修会 

    講 演 

     演題：「地方自治体におけるＤＸの取組」 

     講師：鳥取県政策戦略本部 デジタル局長 下 田 耕 作 氏 

 

４．所感等 

 人口減少による生産年齢人口減が地域で深刻化する中、その課題解決の手段とし 



 

 

て注目されているのが「デジタル」「ＤＸ」であり、全国どこでも誰でも便利で暮ら 

せる社会の実現に向けて取組が始まっている。 

より一層デジタル化を加速させたのが新型コロナウイルス感染症の感染拡大であ 

り、私たちの日常生活や、経済活動、教育現場などあらゆる場面において、非接触

や参集型の対面会議からオンライン会議などの新しい価値観・行動に大きな影響を

与え、急激なパラダイムシフトを生じさせたということだった。 

動き出した自治体として、本町のＤＸの取り組みである、共助交通「のりりん」 

や「コネクテッドカー」が紹介された。その他でも、鳥取市の「とりなび」や日南 

町の「たったもカード」なども紹介された。この研修会を通して、加速するデジタ 

ル化の中で住民サービスとして一番に何が求められているのか考えることが重要 

であり、ＤⅩを推進していくうえで、「デジタル」と同時に「リアル」も大事である 

ことから、この両方をうまく使い分けていくことが重要と再認識した。 

鳥取県の取り組みの中では「県民の利便性の向上」「行政コストの削減」「直面す 

る課題にどう応向き合うのか」という３つの視点が明確化されているので成果（７

６，２００時間／月の削減、電話聞き取り３０分から 1分へ短縮など）が上がって

いると思われる。本町においても初期の目的を明確化して可視化できるような取り

組みが求められると感じた。 


